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料

資

料 I

資

九
六

0
年
代
の
鉱
業
地
帯
の
社
会
党
票

北
海
道
の
鉱
業
市
町
村
で
の
社
会
党
の
得
票
率
の
高
さ
は
、
か
な
り
周
知

の
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
の
も
の
か
、
北
海
道
の
全

社
会
党
票
の
な
か
で
ど
の
程
度
の
地
位
を
占
め
て
い
る
か
、
そ
れ
が
炭
鉱
労

働
者
や
組
織
労
働
者
と
ど
の
程
度
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
か
を
と
り
あ

げ
、
こ
の
六

0
年
代
の
北
海
道
の
鉱
業
市
町
村
の
激
し
い
変
化
の
な
か
で
ど

の
よ
う
に
社
会
党
票
が
動
い
て
い
る
か
を
み
た
。

こ
こ
で
「
鉱
業
市
町
村
」
と
は
、
特
に
記
さ
な
い
場
合
は
、
国
勢
調
査
に

お
い
て
、
そ
の
市
町
村
内
の
全
就
業
者
の
一
割
以
上
が
鉱
業
就
業
者
に
よ
っ

蓮

池

穣

て
占
め
ら
れ
て
い
る
市
町
村
を
さ
し
て
い
る
。
社
会
党
票
は
、
こ
の
一

O
年

間
に
四
回
行
な
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
の
結
果
を
用
い
た
。

六
九
年
一
二
月
に
行
な
わ
れ
た
衆
議
選
に
お
い
て
、
北
海
道
内
の
全
市
町

村
の
う
ち
、
社
会
党
の
得
票
率
の
も
っ
と
も
高
か
っ
た
も
の
は
、
ま
ず
第

に
社
会
党
候
補
者
の
出
身
地
で
あ
り
、
こ
れ
に
次
い
で
鉱
業
市
町
村
で
あ
っ

た
。
鉱
業
市
町
村
で
の
社
会
党
得
票
率
の
高
さ
は
、
ほ
ぼ
戦
後
一
貫
し
て
み

ら
れ
た
傾
向
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
六

0
年
代
に
入
る
と
と
も
に
、
北
海
道
の
鉱
業
に
大
き
な

変
化
が
お
こ
っ
た
。
北
海
道
の
鉱
業
就
業
者
を
み
る
と
、
五
五
年
か
ら
六

O

年
ま
で
の
問
、
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
し
て
い
る
が
、
六

O
年
を
境
と
し
て
急
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激
な
減
少
に
転
じ
た
(
第
一
表
)
。

北
海
道
の
鉱
業
の
う
ち
圧
倒
的
な

部
分
を
占
め
る
石
炭
鉱
業
に
つ
い

て
い
え
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構

造
の
変
化
(
石
油
と
の
競
争
)
が
お

」
り
、
金
属
鉱
業
に
つ
い
て
い
え

ば
、
貿
易
自
由
化
(
外
国
産
鉱
石

と
の
競
争
)
の
波
が
お
し
ょ
せ
、

な河
く鉱
さ業
せと
らも
れ大
Tこ士巾
。£な

北後
海退
道を
に余
お儀

い
て
は
、
鉱
業
就
業
者
の
こ
の
五

一九六0年代の鉱業地帯の社会党票

年
聞
の
減
少
は
、
全
国
的
な
傾
向

で
も
あ
る
農
業
就
業
者
の
減
少
を

も
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の

幅三川叩-11i
-L円

た
め
、
北
海
道
の
全
就
業
者
に
対
す
る
鉱
業
就
業
者
の
割
合
も
、
六
O
年
の

五
%
か
ら
三
%
へ
と
縮
少
し
た
。

」
う
し
た
鉱
業
就
業
者
の
減
少
は
、
鉱
業
市
町
村
数
の
減
少
と
、
そ
の
鉱

業
市
町
村
で
の
鉱
業
就
業
者
の
全
就
業
者
に
対
す
る
割
合
の
低
下
と
い
う

つ
の
か
た
ち
を
と
っ
て
現
わ
れ
る
。
鉱
業
市
町
村
は
、
六
O
年
か
ら
六
五
年

ま
で
の
五
年
間
に
、
二
五
か
ら
二
O
へ
と
減
少
し
た
(
第
二
古
ち
ま
た
、
鉱

業
市
町
村
を
鉱
業
就
業
者
の
全
就
業
者
に
対
す
る
割
合
で
分
け
て
み
る
と
、

そ
の
割
合
の
高
い
も
の
ほ
ど
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
特
に
鉱
業
就
業
者
が
四

O
%
以
上
を
占
め
て
い
た
市
町
村
は
、
六
か
ら
二
へ
と
大
巾
に
減
少
し
た
。

(資料tU所〉

第 2表北海道の鉱業市町村数
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」
の
傾
向
は
、
六
五
年
以
降
も
引
き
つ
づ
い
て
い
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
鉱
業
就
業
者
の
減
少
は
、
と
う
ぜ
ん
、
鉱
業
市
町
村
の

資

有
権
者
数
の
停
滞
、
な
い
し
は
減
少
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
こ
こ
で
と
り
あ

げ
る
四
回
の
選
挙
を
と
お
し
て
、
鉱
業
市
町
村
の
有
権
者
の
全
市
町
村
の
有

権
者
に
対
す
る
割
合
の
変
化
を
み
る
と
、
そ
の
縮
少
の
度
合
は
、
鉱
業
市
町

表
と
異
な
っ
て
、

村
数
の
縮
少
の
度
合
よ
り
も
大
き
い
(
第
三
表
)
。
こ
の
第
三
表
で
は
、
第
二

時
系
列
で
み
る
使

宜
を
考
慮
し
て
、

鉱
業
市
町
村
を

固
定
し
て
い
る
た

め
、
六
O
年
以
降

す
で
に
「
鉱
業
市

町
村
」
と
は
い
え

な
い
市
町
村
も
含

ま
れ
て
い
る
。

の
よ
う
に
市
町
村

一
二
三
四
五

9.1 E十

注1

2 

を
固
定
し
な
け
れ
ば
、
よ
り
大
き
な
有
権
者
数
の
縮
少
が
み
ら
れ
た
で
あ
ろ

ぅ
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
固
定
し
て
み
て
も
、
北
海
道
全
体
の
有
権
者
に

占
め
る
そ
の
割
合
は
、
こ
の
九
年
間
に
一
四
%
か
ら
九
M
へ
低
下
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
選
挙
に
お
け
る
鉱
業
市
町
村
の
地
位
の
低
下
と
い
っ
て
も
よ

い
で
あ
ろ
う
。
鉱
業
市
町
村
は
、
北
海
道
内
の
鉱
業
資
源
の
偏
在
か
ら
、
特

に
第
四
区
に
集
中
し
て
お
り
、
ど
の
選
挙
年
を
と
っ
て
み
て
も
、
鉱
業
市
町

村
有
権
者
数
が
一
O
%
を
超
え
る
選
挙
区
は
他
に
な
い
。
こ
の
第
四
区
で

は
、
九
年
間
に
、
そ
れ
が
四
一
ガ
か
ら
三
O
M
に
低
下
し
た
。
も
っ
と
も
、

北
海
道
全
体
の
有
権
者
数
が
こ
の
九
年
間
に
漸
増
し
て
い
る
た
め
、
実
数
の

う
え
で
は
、
こ
こ
で
の
鉱
業
市
町
村
の
そ
れ
は
、
コ
一
八
万
か
ら
一
一
一
一
万
に
七
万

有
権
者
数
で
の
比
重

低
下
し
た
程
度
で
あ
り
、
比
率
に
お
け
る
低
下
ほ
ど
は
著
し
く
な
い
。

の
低
下
は
、
と
う
ぜ
ん

北
海
道
の
社
会
党
の
総

得
票
の
な
か
で
の
比
重

の
低
下
と
な
っ
て
現
わ

れ
る
。
六
O
年
に
は
、

有
権
者
の
比
率
が
一
四

%
で
、
社
会
党
得
票
の

二
O
%
を
占
め
て
い
た

区

区

区

区

区

E十

注1

第 3表鉱業市町村有権者数の構成比 (%) 

選挙区 160 年 16J可云年 169 年

区 2.31 1.81 1.31 1.1 
区 8.91 8.81 8.21 7.1 
区 2.51 2.31 2. 11 1.91 
区 41.11 37.31 33.21 30.0 
区 5.01 4.71 4.51 4.1 

114.01 12.51 10.61 

1Dox鉱業市町村有権者数/全市町村有
権者数

書2表の?65年のいずれかに「鉱業
町村」でーった市町村をすべて、ここ

での「鉱業市町村」として扱った。なお、
このうち合併した1閏了は、その後の数が
とれないため、ここでは除外した。

第 4表

一
二
三
四
五

の
に
対
し
、
六
九
年
で
は
、
九
%
で
一
三
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。
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実
数
で
み
る
と
、
八
一
方
の
う
ち
の
一
六
万
か
ら
、
七
八
万
の
う
ち
の
一

O

万
へ
と
変
っ
た
。
な
お
、
有
権
者
数
で
七
万
の
減
少
に
対
し
、
社
会
党
の
得

禁
六
万
の
減
少
で
あ
る
。
鉱
業
市
町
村
で
伝
統
的
に
社
会
党
の
得
票
率
が
高

か
っ
た
た
め
、
有
権
者
の
割
合
の
低
下
よ
り
も
、
全
社
会
党
得
票
に
占
め
る

割
合
の
低
下
の
ほ
う
が
か
な
り
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
社
会
党
に
と
っ
て

み
る
と
、
か
な
り
大
き
な
票
聞
を
失
な
い
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
四

区
に
つ
い
て
み
て
も
、
六

O
年
に
は
社
会
党
の
得
票
の
五
四
M
を
も
鉱
業
市

町
村
が
占
め
て
い
た
の
に
対
し
、
六
三
年
で
は
そ
の
比
率
が
ほ
ぼ
逆
転
し
、

さ
ら
に
六
九
年
に
至
ウ
て
は
三
八
%
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。
こ
の

区
の
鉱
業
市
町
村
の
社
会
党
得
票
は
、
こ
の
九
年
間
に
一
一
一
一
万
か
ら
七
万
へ

と
い
う
激
減
ぶ
り
で
あ
る
。

一九六0年代の鉱業地帯の社会党票

こ
の
よ
う
な
有
権
者
数
の
減
少
傾
向
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鉱
業
市
町
村
の

社
会
党
得
票
率
町
、
他
の
市
町
村
の
そ
れ
と
く
ら
べ
て
、
相
対
的
に
は
依
然

と
し
て
高
い
。
北
海
道
全
体
で
み
る
と
、
こ
の
四
回
の
選
挙
を
通
じ
て
、
六

七
年
を
除
く
ほ
か
は
、
自
民
党
が
社
会
党
を
得
票
率
に
お
い
て
上
ま
わ
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
鉱
業
市
町
村
で
は
、
ど
の
選
挙
で
も
社
会
党
が
閏
民
党
を

し
の
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
社
会
党
の
鉱
業
市
町
村
で
の
得
票
率

は
、
若
干
の
例
外
を
除
い
て
、
ど
の
選
挙
区
で
も
、
選
挙
区
全
体
の
そ
れ
を

上
ま
わ
っ
て
い
る
。
例
外
的
に
そ
れ
が
下
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て

第5表鉱業市町村の社会党得票率 (%) 

60 年 63 年 67 年 69 年
選挙区区百融百苛平副王国融市苛利子園証言語柄肩匝←国語市面T詞
一区 128.71 29.51 30.31 33.41 31.01 27.41 21. 11 20. 1 
二区 125.91 24.4129.11 27.0130.01 29.2122.21 24.6 
三区 120.21 23.61 19.11 24.71 26.31 24.41 18.71 24.0 
四区 135.41 46.41 31.91 39.61 36.11 47.31 25.91 32.9 
五区 131.01 39.5: 28.31 36.5136.01 46.6126.71 37.21 

計 )294)424J2871376!326!4391232j317l

自民党 132.31 21 .6: 30.71 21. 01 31. 0; 21 .6， 27.419.51 

注1 100x得票数/有権者数
2 r鉱業市町村Jのとりかたについては、第3表注参照。

は
、
そ
の
お
お
よ
そ
の
理

由
が
つ
か
め
る
。
た
と
え

ば
、
二
区
で
六

O
年
か
ら

ハ
七
年
ま
で
、
こ
れ
と
逆

の
傾
向
が
で
て
い
る
が
、

そ
れ
は
こ
の
地
方
の
天
北

炭
田
で
最
大
の
炭
鉱
で
あ

る
羽
幌
炭
鉱
と
そ
の
関
連

炭
鉱
の
労
組
が
同
盟
系
H

民
社
系
で
あ
る
こ
と
に
大

き
く
よ
っ
て
い
る
。
ま
た

六
七
年
と
六
九
年
の
一
区

に
み
ら
れ
る
現
象
は
、

の
地
方
の
茅
沼
炭
田
の
唯

一
の
炭
鉱
で
あ
っ
た
茅
沼

炭
鉱
の
閉
山
な
ど
に
よ
っ

て
、
こ
こ
に
入
っ
て
い
る

町
村
が
通
常
の
農
漁
村
に

変
っ
た
こ
と
が
原
因
と
な

北法21(2・29)217



料

っ
て
い
る
。
こ
の
一
区
の
場
合
に
は
、
こ
の
表
の
っ
く
り
か
た
に
む
し
ろ
原

因
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

資

社
会
党
の
鉱
業
市
町
村
で
の
得
票
中
小
は
、
相
対
的
に
は
た
し
か
に
高
い
が
、

絶
対
的
に
み
る
と
、
北
海
道
を
と
お
し
て
み
ら
れ
る
傾
向
で
も
あ
る
、
が
、
六

七
年
か
ら
六
九
年
の
聞
に
大
き
な
低
下
を
み
た
。
こ
の
た
め
、
鉱
業
市
町
村

で
ほ
ぼ
横
ば
い
の
得
票
ネ
を
示
し
て
い
る
自
民
党
と
の
差
が
、
六
九
年
に
は

か
な
り
縮
少
し
た
。
六
七
年
ま
で
は
、
社
会
党
の
得
票
率
が
自
民
党
の
そ
れ

の
ほ
ぼ
二
倍
前
後
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
六
九
年
で
は
三
こ
が
J

対
二

O
Mと

な
っ
た
。
六

O
年
と
六
九
年
と
を
実
数
の
差
で
く
ら
べ
る
と
、
自
民
党
が
八

万
か
ら
六
万
三
二
万
票
の
減
少
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
社
会
覚
は
前
述
の

よ
う
に
六
万
票
の
減
少
で
あ
っ
た
。

鉱
業
市
町
村
の
社
会
党
得
票
率
を
、
パ
五
年
国
勢
調
査
で
の
市
町
村
の
鉱

業
就
業
者
の
全
就
業
者
に
対
す
る
割
合
に
よ
っ
て
分
け
て
み
る
と
、
そ
の
割

合
の
高
い
市
町
村
ほ
ど
社
会
党
得
票
率
、
か
高
い
(
第
一
図
)
。
特
に
そ
の
割
合

の
三

O
%以
上
の
市
町
村
で
は
き
わ
だ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
四
国
を
通

じ
て
の
変
動
の
型
を
み
る
な
ら
ば
、
二

O
%以
上
の
市
町
村
と
そ
れ
未
満
の

も
の
と
の
差
が
は
っ
き
り
出
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
、
鉱
業
就
業
者
と
社
会
党

得
票
率
と
の
聞
の
か
な
り
高
い
相
関
が
推
測
さ
れ
る
。
鉱
業
市
町
村
に
お
け

る
六

O
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
鉱
業
就
業
者
の
有
権
者
に
占
め
る
割
合
と
同

年
の
選
挙
に
お
け
る
社
会
党
得
票
率
と
の
相
関
を
と
る
と
、

0
・
七
九
一
で

あ
っ
た
。

鉱業市町村の

社会党得票率

部.まだ鍵者

.30'‘品与

10%みえ"

I 
'品写昌平 67.1f-同略

行比B

20-，30'/. 

10-20)(， 

第 1図

(
1
)
荒
木
俊
夫
「
一
九
六

0
年
代
に
お
け
る
林
業
地
帯
の
社
会
党
直
前
」

(
『
北
大
法
学
論
集
ヒ
二
巻
一
号
・
七

O
年
八
月
所
収
)
一

O
七
頁
参

照
。
な
お
、
六
八
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
で
も
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様

の
結
果
、
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
小
川
晃
一
、
荒
木
俊
夫

「
北
海
道
に
お
け
る
四
三
年
参
議
院
選
挙
の
分
析
斗
」
〈
『
法
学
研
究
』

(
北
海
学
園
大
)
五
巻
一
号
・
六
九
年
一
月
所
収
)
二
一
一
一
一
頁
参
照
。

(

2

)

こ
う
し
た
北
海
道
の
鉱
業
地
帯
に
つ
い
て
の
最
近
の
調
査
と
し
て

は
、
水
野
一
宇
「
産
炭
地
域
の
住
民
生
活
と
社
会
保
障
」
(
『
北
海
道

労
働
研
究
』
一

O
五
号
・
六
八
年
一
一
月
所
収
)
、
渡
辺
貞
雄
、
水
野

一
宇
「
産
炭
地
域
の
労
働
力
流
動
形
態
と
貧
困
層
の
滞
留
」
(
伺
一

O

七
号
・
六
九
年
一
二
月
所
収
)
、
菊
地
平
明
「
石
炭
産
業
の
合
理
化
と
下

請
『
組
』
の
労
働
事
情
」
(
同
一

O
五
号
・
六
八
年
一
一
月
所
収
)
な
ど
が

あ
る
。

北法21(2・30)218



(
3
〉
こ
の
ほ
か
、
就
業
者
の
比
率
で
は
一

0
4月
に
達
し
な
い
が
、
鉱
業

就
業
者
が
一
千
人
を
超
え
る
市
町
村
は
、
六

O
年
に
五
、
六
五
年
に

三
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
五
区
の
釧
路
市
で
は
、
両
年
と
も
そ
れ
が

四
千
人
を
超
え
て
い
る
。

(
4
〉
こ
の
稿
で
の
「
得
票
率
」
は
、
有
権
者
数
で
得
票
数
を
割
っ
た
も

の
で
あ
り
、
有
効
投
票
数
で
割
っ
た
通
常
用
い
ら
れ
る
得
票
率
と
は

異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
稿
の
前
半
の
部
分
で
は
、
北
海
道
全
体
の
鉱
業
市
町
村
を
と
っ
て
み

た
が
、
問
題
を
よ
り
典
型
化
し
て
み
る
た
め
に
、
第
四
区
の
空
知
地
方
の
一

O

一九六0年代の鉱業地帯の社会党票

の
鉱
業
市
町
村
に
つ
い
て
す
こ
し
詳
細
に
み
て
い
き
た
い
。
こ
の
一

O
市
町

を
と
っ
た
理
由
の
第
一
は
、
社
会
、
経
済
的
に
か
な
り
一
体
性
を
も
っ
一
つ

の
地
方
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
社
会
党
の
得
票
と
鉱
業
市
町
村
と
の
関

速
が
よ
り
典
型
的
に
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

一
O
市
町
の
も
つ
鉱
業
は
と
も
に
石
炭
鉱
業
で
あ
り
、
こ
の
市
町
の
有
権
者

数
は
、
北
海
道
の
全
鉱
業
市
町
村
の
そ
れ
の
七

O
%ま
で
を
占
め
て
い
る
。

第
二
の
理
由
は
、
こ
の
空
知
地
方
が
属
す
る
第
四
区
で
は
、
六

O
年
以
降
も

自
民
、
社
会
、
民
社
、
共
産
の
四
党
の
立
候
補
者
が
あ
り
、
さ
ら
に
六
九
年

に
は
公
明
党
が
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
主
要
な
政
党
が
す

べ
て
登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
各
政
党
は
、
共
産
党
を
除
い
て

そ
れ
ぞ
れ
相
当
数
の
票
を
こ
の
選
挙
区
で
得

て
お
り
、
特
に
六
九
年
の
選
挙
で
は
、
定
数

表)。
五
を
四
党
で
分
け
る
こ
と
に
な
っ
た
(
第
六

こ
の
一

O
市
町
は
、
天
北
炭
田
に
属
す
る

沼
回
町
を
除
い
て
、
す
べ
て
石
狩
炭
田
に

図
〉
。
こ
の
市

属
し
、
地
理
的
に
も
近
接
し
て
い
る
(
第
一

町
の
産
業
構

成
を
就
業
者

の
比
率
で
み

る
と
(
第
七

表
〕
、
鉱
業
が

中
心
的
な
産

業
で
あ
り
、

今
/
』

4
h
l
'

噌
1

・・
1
1

対象市町の位置第 2図

こ
れ
に
農
業
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
産
業
と
も
、
六

O
一
年
か
ら

六
五
年
の
五
年
間
に
、
そ
の
比
率
を
減
じ
て
い
る
。
特
に
鉱
業
は
一

O
%
に

も
の
ぼ
る
減
少
ぶ
り
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
は
六
五
年
以
降
も
引
き
つ
づ
い
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
生
産
的
産
業
の
な
か
で
は
、
建
設
業
と
製
造
業
の
比
重 IS:SSI第四区
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キト資

業

第 7表

次

設

造

次

産
一
農
林
一

鉱

建

製

二

が
や
や
増
大
し
て
い
る
が
、
こ
の
な
か
に
は
、
炭
鉱
の
合
理
化
の
過
程
で
、

卸売・小売業

金融・保険業

運輸通信業

電・ガ・水道業

サ ー ビ ス 業

公務

!三次計 l

li--七
(資料出所〕 国勢調査

こ
れ
ま
で
炭
鉱
の
一
部
分
で
あ
っ
た
も
の
が
分
離
さ
れ
た
た
め
、
産
業
分
類

が
「
鉱
業
」
か
ら
こ
れ
ら
に
変
っ
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
が
相
当
数
あ
る
。
三

次
産
業
も
そ
の
比
重
を
若
干
上
且
押
さ
せ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
鉱
業
ま
た
は

農
業
に
関
連
、
な
い
し
は
付
随
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
各
市
町
の
産
業
構
成
を
図
に
す
る
と
(
第
三
岡
)
、
こ
れ
ら
は

大
き
く
一
一
一
つ
の
プ
ロ
ッ
ク
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
歌
志
内
、
上

砂
川
、
夕
張
、
赤
平
、
三
笠
の
五
市
町
が
、
三
角
形
の
左
下
で
一
つ
の
ま
と

ま
り
を
形
成
し
て
お
り
、
「
純
鉱
業
」
市
町
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
栗
沢
、
沼
田

の

町
も

(65年)

三
角
形
の

や
や
上
部

成

に
位
置
し
、
構業産の者業

O

就

o
の

M
川

町市象対

他
の
市
町

と
か
な
り

離
れ
て
お

り農
半
鉱
」

市
町
で
あ

る
。
こ
の

一
一
つ
の
ブ 「

半

/00 

0 

。

ハ
ν

ロ
ッ
ク
の
中
間
に
、
美
唄
、
芦
別
、
奈
井
江
の
三
市
町
が
、
た
が
い
に
か
な

=
一
次
産
業

第 3図

り
接
近
し
て
位
置
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
「
中
間
的
」
市
町
で
あ
る
。

六
五
年
以
降
も
ひ
き
つ
づ
く
鉱
業
、
農
業
就
業
者
の
減
少
は
、
こ
の
図
の

な
か
の
各
市
町
の
位
置
を
相
当
程
度
移
動
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
農
業
就
業
者

の
減
少
は
、
各
市
町
に
か
な
り
平
均
的
に
現
わ
れ
て
い
る
が
、
鉱
業
就
業
者

の
そ
れ
は
、
平
均
的
で
は
な
い
。
各
炭
鉱
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
て
い
る

条
件
に
、
か
な
り
の
差
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

一
O
市
町
は
、

北法21(2・32)220

ニ;欠産事常
国勢調杏

(日)

(資料出所〉



と
も
に
「
鉱
業
市
町
村
」
の
性
格
を
薄
め
つ
つ
あ
る
、
が
、
そ
の
度
合
に
は
大
き

な
差
が
あ
る
。
第
八
表
で
六

O
年
か
ら
六
九
年
ま
で
の
炭
鉱
就
業
者
の
有
権

者

市町村 1-6~実年 1 69数年 I就-一業60者/年一有一権1一者6一9(一F年Z一)一

タ 張 18，896 11， 300 33.3 23.3 

美 狽 10，984 3，176 21.8 8.9 
p ニコ l.liJ 8，440 3，658 22.5 12目5

笠 8，696 5，752 27.8 20.3 

赤 平 8，899 
29.3 

17.7 

歌志内 6，428 3，697 27.2 
上砂 )11 6，464 2，58211 22.8 
奈 井 江 1，553 624 30.4 8.5 
栗 沢 2，300 519 16.4 4.6 
沼 回 1，450 14.2 

計I実数 74，110 
l指数 100 48 

全 道 93，885 45，9141 
。目3 0.1 

業就鉱炭

一九六0年代の鉱業地帯の社会党票

第 8表

〔資料出所) 札幌通商産業局『北海道石炭統計年報』
注1 各年の選挙執行月の末日現在の数である。
2 r就業者Jは、「常用坑員」、「臨時、請負j、「職員Jを

合わせたものである。

者
の
な
か
で
の
比
率
の
変
化
を
み
る
勺
六

O
年
で
は
最
高
の
夕
張
市
が
最

低
の
沼
田
町
の
二
倍
強
で
あ
っ
た
に
対
し
、
六
九
年
で
は
、
六

O
年
で
最
低
に

あ
っ
た
沼
田
町
が
就
業
者
ゼ
ロ
と
な
り
、
つ
ぎ
の
栗
沢
町
と
最
高
の
上
砂
川

町
の
間
で
は
、
後
者
が
前
者
の
五
倍
強
に
も
達
し
て
い
る
。
そ
の
減
少
の
度

合
は
、
「
純
鉱
業
」
市
町
で
小
さ
く
、
「
半
農
半
鉱
」
市
町
で
大
き
い
。
こ
の
よ

う
に
、
ご
く
大
ま
か
に
い
っ
て
、
鉱
業
就
業
者
の
比
率
の
小
さ
な
も
の
ほ
ど

減
少
す
る
度
合
が
大
き
い
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
第
三
図

の
六

O
年
時
点
で
の
「
半
農
半
鉱
」
市
町
は
、
急
速
に
「
純
農
村
」
的
性
格

を
強
め
、
中
間
市
町
は
、
そ
の
あ
と
を
追
っ
て
「
半
農
半
鉱
」
市
町
に
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。
「
純
鉱
業
」
市
町
も
、
や
や
そ
の
鉱
業
的
性
格
を
薄
く
し
た
。

こ
う
し
た
産
業
構
構
成
の
変
化
の
な
か
で
、
鉱
業
と
農
業
の
ほ
か
は
、
特
に

こ
れ
と
い
っ
た
大
き
な
産
業
の
な
い
こ
の
市
町
は
、
し
だ
い
に
人
口
を
減
少

(千人〉

市町 160 年163if.167 if.\~ 
6

いZ
(60年 =100) 

57 57 49 48 84 
50 45 36 36 72 
38 31 30 29 76 
31 31 28 28 90 
31 28 27 23 74 
21 20 16 14 67 
16 15 12 11 69 
14 12 12 11 79 
10 11 9 7 70 
10 9 9 6 60 

B話 lml259I227lm l 77 
数 100 1 93 1 81 1 77 

1061 A四甑ド06 ド24[712Y45|
100 1 103 1 101 1 106 

B/ A 1 39.51 35.81 31.91 28.91 

数者権有第 9表

さ
せ
て
い
る
。

ハ
O
年
か
ら
六

九
年
ま
で
の
こ

の
市
町
の
有
権

者
の
減
少
率
は

ニ
一
一
芳
で
あ
り
、

実
数
で
は
六
万

人
の
減
少
で
あ

っ
た
(
第
九
表
)
。

特
に
減
少
の
激

し
か
っ
た
沼
田

北法21(2・33)221



料

町
の
減
少
率
は
四
O
%
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
人
口
全
体
の
減

少
率
は
、
こ
れ
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
る
。
若
年
者
ほ
ど
流
出
が
激
し
い
か

資

ら
で
あ
る
。
沼
田
町
の
六
O
年
か
ら
満
九
年
間
の
人
口
減
少
率
は
四
八
%
に

(
2〉

も
達
し
、
町
人
口
が
半
減
し
た
こ
と
に
な
る
。

の
よ
う
に

い
っ
ぽ
う
、
こ
の
九
年
間
に
一
O
市
町
で
の
各
党
の
得
票
率
は
、
第
四
図

社変
会 化
党し
はた

対象市町での
各党得票率

い
ぜ
ん
と

し
て
他
政

党
を
引
き

は
な
し
て

世
ね
関

川
¥
ヘ

第4図

.$"0 

仰

お投
票
4
S
/有
権
者

201 

←→//へ、、自民

/盛明

J ーー....-・A 民社.-
-Jノ J 失意

o ω草 ωJf 67ヰ d得
{杭}

い
る
が
、
変
動
が
激
し
い
。
六
七
年
か
ら
六
九
年
の
問
の
そ
の
低
下
が
目
立

ち
、
第
四
区
内
の
他
市
町
村
の
そ
れ
に
か
な
り
接
近
し
た
。
得
票
率
で
社
会

党
に
続
く
自
民
党
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
民

社
党
と
共
産
党
は
や
や
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
公
明
党
の
得
票
率
は
、
ほ
ぼ
民

社
党
と
同
程
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
六
七
年
と
六
九
年
の
間
に
、
社
会

党
の
み
が
得
票
率
を
大
巾
に
低
下
さ
せ
た
の
に
対
L
、
他
の
政
党
の
そ
れ
が

ほ
ぼ
現
状
維
持
な
い
し
や
や
上
昇
の
傾
向
を
み
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
九

年
に
こ
の
選
挙
区
に
新
た
に
加
わ
っ
た
公
明
党
が
、
前
回
の
社
会
党
票
を
か

な
り
の
程
度
吸
収
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
た
し
か
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
六
七
年
の
社
会
党
票
の
な
か
に
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
公
明

党
支
持
と
い
う
層
を
含
む
浮
動
票
が
か
な
り
の
程
度
入
っ
て
い
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
す
か
せ
同
じ
く
浮
動
車
と
い
っ
て
も
、
鉱
業
市
町
村
と
そ
れ
以
外
の
市

町
村
と
で
は
、
そ
の
浮
動
の
性
格
に
若
干
の
ち
が
い
が
あ
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、
公
明
党
の
、
こ
れ
ま
で
の
、
第
四
区
内
の
市
町
村
で
の
得
票

率
を
、
同
党
が
は
じ
め
て
参
議
選
に
加
わ
っ
た
五
六
年
か
ら
と
っ
て
み
る
と
、

こ
の
一
O

第
五
図
の
よ
う
に
か
な
り
の
急
角
度
で
そ
の
高
さ
を
増
し
て
き
で
い
る
。

市
町
と
他

の
市
町
村

と
を
比
較

し
て
み
る

と
、
五
六

年
に
は
両

者
の
差
が

公明党の得票率
(全国区、四区内市町村)

対象布町

pその他の市町対
J 

. 
〆

ノ， 

' e 
F ， 

F 
r 
v ， 
J 

'1 
P ， ， ， ， 

〆

第 5図

10 

J々

A

明
察
岩
/
有
雄
倉

大
き
か
っ
た
が
、
こ
の
年
以
降
の
そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
問
題
に
す
る
に
足
り

北法21(2・34)222
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な
い
程
度
で
あ
る
。
北
海
道
で
の
創
価
学
会
の
進
出
が
炭
鉱
に
は
じ
ま
っ
た

(
4〉

こ
と
は
、
か
な
り
一
般
的
に
い
わ
れ
て
い
る
が
、
炭
鉱
地
帯
で
特
に
そ
の
数

の
大
き
さ
が
目
立
つ
の
は
、
こ
の
五
六
年
こ
ろ
ま
で
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か

も
し
れ
な
い
。

つ
ぎ
に
、
こ
の
一

O
市
町
の
社
会
党
得
票
率
が
ど
ん
な
要
因
と
ど
の
程
度

相
関
を
も
っ
て
い
る
か
を
み
よ
う
。
そ
の
要
因
と
し
て
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の

は
、
「
炭
鉱
就
業
者
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
選
挙
時
点
に
で
き
る
だ
け
近
い
数

値
を
と
る
た
め
に
、
通
産
統
計
を
用
い
た
。
一

O
市
町
に
つ
い
て
こ
の
統
計

の
数
値
を
国
勢
調
査
の
時
点
で
あ
わ
せ
る
と
、
国
勢
調
査
の
「
鉱
業
就
業
者
」

の
数
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
第
八
表
の
全
有
権
者
に

一九六0年代の鉱業地帯の社会党票

対
す
る
炭
鉱
就
業
者
の
比
と
各
党
の
得
票
率
と
の
相
関
を
と
る
と
、
第
一
一

衰
の
結
果
を
得
た
。
社
会
党
の
相
関
係
数
は
、
六

O
年
、
六
九
年
と
も
に
他
の

政
党
よ
り
も
目
立
っ
て
高
い
。
相
関
係
数
の
絶
対
値
の
順
で
各
政
党
を
並
べ

る
と
、
正
相
関
で
は
社
会
、
公
明
、
共
産
と
な
り
、
逆
相
関
で
は
民
社
、
自
民

と
な
る
。
た
だ
し
、
九
五
%
で
検
定
を
行
な
う
と
、
六

O
年
の
共
産
、
六
九

年
の
共
産
、
自
民
の
相
関
は
有
意
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
「
炭
鉱
就

業
者
」
と
の
相
関
は
、
社
会
党
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
政
党
に
お
い
て
も
絶

対
値
で
か
な
り
な
値
を
み
せ
る
。
個
々
の
政
党
ご
と
に
、
他
党
に
比
し
て
高

対象市町の社会党得票率
(投票者/有権者〉

市 町 村 160 年(63 年!67 ~169 年

芦美赤タ

張 54.7 44.7 53.5 37.0 

昔夙型
43.8 35.5 42.5 28.5 
42.0 38.4 42.8 29.2 
46.3 43.7 50.7 34.7 

歌
51.6 47.0 51.9 38.9 

ゴ'山コw 47.6 36.7 53.7 36.8 
栗 36.4 36.8 38.9 25.3 

ー乏万沼と三丈
砂 )11 54.5 39.1 53.1 42.1 
井 31.7 40.3 25.5 

回 37.3 29.6 34.3 14.1 

lぺ叶 480i330Bその 市町村 27.61 27.51 30.51 22.9 
A -B 1 19.41 12.71 17.51 10. 1 

い
相
関
を
一
示
す
要
因
は

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
少
な

く
と
も
こ
の
一

O
市
町

を
通
じ
て
み
る
な
ら

ば
、
こ
れ
ほ
ど
各
政
党

を
通
じ
て
絶
対
値
で
高

い
値
を
一
示
す
要
因
が
他

に
あ
り
う
る
か
ど
う
か

は
疑
問
で
あ
る
。

係
数
と
得
票
率
と
を
比
較
す
る
と
、
前
者
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
後
者
が
高

社
会
党
の
こ
の
相
関

第10表い
と
い
う
関
係
に
は
必
ら
ず
し
も
な
っ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
六
七
年
の
社

会
党
得
票
率
は
、
こ
の
四
回
の
選
挙
を
通
じ
て
最
高
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
炭

鉱
就
業
者
の
比
率
と
の
相
関
係
数
は

0
・
八
一
八
と
か
え
っ
て
低
く
な
っ
て

い
る
。
相
関
係
数
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
は
、
浮
動
票
を
吸
収
し
て
い
な
い

こ
と
を
示
す
場
合
も
あ
る
。

次
に
、
各
市
町
の
総
評
系
地
区
労
加
入
組
合
員
数
と
の
相
関
を
と
っ
て
み

た
(
第
一
一
表
)
。
各
市
町
と
も
、
こ
の
総
評
系
地
区
労
に
加
入
し
て
い
な
い

北法21(2・35)223



料

政 党|社会|公明|共 産

警!60年!+0ぺJ + 0.694 
69年 +0.9281+ O. 十 0.607

草地買!印zl+0ベ 1741 
+ 0.675 

人 \69~1+ 0.9111+ 0.574 十 0.274

政 党|自民|民社|検定 lrl(0.05) 

警l602l-o叶0乃 0.741 
労 \69~1- 0.5171-0.905 

葉地長崎-0サ。;;:| 0.653 
人 69~1- 0.2751-O. 0.653 

資

各党の相関係数第11表

労
働
組
合
は
、
同
盟

系
の
そ
れ
を
も
含
め

て
き
わ
め
て
わ
ず
か

で
あ
る
。
炭
鉱
就
業

者
も
一
部
の
管
理
者

層
を
除
く
と
、
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
が
組
合

に
加
入
し
て
お
り
、

さ
ら
に
そ
の
組
合
は

総
評
系
地
区
労
に
加

入
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
総
-
評
系
地
区

な
か
で
占
め
る
炭
鉱
労
働
組
合
員
の
比
率
は
か
な
り
高
い
。
こ
れ
か
ら
も
、

労
加
入
組
合
員
数
の

炭
鉱
労
組
が
各
地
区
労
の
活
動
の
中
心
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま

た
、
社
会
党
の
選
挙
活
動
も
、
市
町
村
段
階
で
は
こ
の
地
区
労
が
中
心
的
な
機

能
を
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
こ
の
地
区
労
加
入
者
数
も
、

炭
鉱
就
業
者
の
減
少
と
前
後
し
て
そ
の
実
数
を
減
じ
る
い
っ
ぽ
う
、
有
権
者

に
対
す
る
そ
の
比
率
も
低
下
し
た
。
大

O
年
で
は
、
加
入
者
が
す
べ
て
成
年

者
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
一

O
市
町
平
均
で
有
権
者
の
三

O
%が
そ
の

加
入
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
成
年
者
の
う
ち
の
就
業
者
は
ほ
ぼ
半
数
で

あ
る
か
ら
、
就
業
者
の
う
ち
の
六

O
%が
地
区
労
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
に

巾
に
低
下
し
た
(
第

な
る
。
し
か
し
、
六
九
年
で
は
、
こ
の
有
権
者
に
対
す
る
比
率
は
二

O
%と
大

一
二
表
)
。
こ
れ
は
第

三
次
産
業
を
中
心
と

し
て
、
未
組
織
の
就

業
者
で
あ
る
有
権
者

の
比
率
が
上
昇
し
て

い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
各
地
区
労
の
、

そ
し
て
ま
た
そ
の
な

か
で
中
心
的
な
役
割

を
は
た
し
て
い
る
炭

鉱
労
組
の
、
各
市
町

村
で
の
選
挙
に
お
け

る
影
響
力
の
低
下
が

間
接
的
に
う
か
が
え

地区労加入組合員数

町 l実 数 l有権者対比 J 賢明管室
60 年 169 年 60 年 I69 年 60 年 169 年

張唄
23，749 13，856 41.8 28.6 77.1 72.8 
13，022 4，811 25.8 13.4 72.1 51.0 

平別 8，960 4，766 23.9 16.3 77.0 54.2 
8，585 5，805 27.9 25.1 88.6 80.8 

笠 9，578 7，591 31.2 26.7 86.1 69.9 
日沢内 6，754 3，475 31.5 25.5 77.4 60.01 

2，923 1，624 20.8 14.3 82.3 77 .0 
J> JlI 5，885 36.9 23.111 80.6 6871..74 | ド江 2，053 678 19.7 9.311 

回 1，884 337 18.5 5.7 77.9 

1 83，5731 45，5551 30.11 21.41 78目91 68.4 

第12表

(資料出所〕 北海道労働部『北海道労働組合名鑑』
注両年とも、 6月末日現在。

市

夕
美
芦
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沼
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る
。
ま
た
、
こ
の
有
権
者
比
の
減
少
の
度
合
の
市
町
村
聞
の
差
も
、
炭
鉱
就

業
者
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
か
な
り
そ
れ
に
近
い
程
度
で
あ
る
。

こ
の
地
区
労
加
入
組
合
員
数
の
有
権
者
比
と
各
政
党
得
票
率
の
相
関
係
数

を
み
る
と
、
や
は
り
社
会
党
が
六

O
年

0
・
九
五
九
、
六
九
年

0
・
九
一
一
と

圧
倒
的
に
高
い
。
政
党
別
の
絶
対
値
の
順
位
も
、
炭
鉱
就
業
者
と
の
相
関
の

場
合
と
同
様
で
あ
る
。
炭
鉱
就
業
者
と
の
相
関
と
こ
れ
と
は
、
用
い
た
数
値

の
時
点
が
前
者
が
選
挙
月
の
末
日
現
在
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
が
選
挙
年

の
六
月
末
日
現
在
で
あ
り
、
全
く
同
じ
レ
ベ
ル
で
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
を
み
る
程
度
に
用
い
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
両
者

を
比
較
す
る
と
、
六

O
年
の
社
会
党
を
除
い
て
、
各
年
の
各
党
と
も
、
絶
対

値
で
炭
鉱
就
業
者
と
の
そ
れ
が
地
区
労
人
員
と
の
そ
れ
を
上
ま
わ
っ
て
い

一九六0年代の鉱業地帯の社会党票

る
。
こ
の
た
め
、
炭
鉱
就
業
者
の
場
合
と
同
様
に
九
五
%
で
検
定
を
行
な
う

と
、
公
明
党
で
も
有
意
で
は
な
く
な
る
。

」
れ
ま
で
相
関
を
出
す
た
め
に
用
い
た
炭
鉱
就
業
者
、
地
区
労
加
入
者
、

有
権
者
、
社
会
党
得
票
の
四
種
の
こ
の
一

O
市
町
村
に
お
け
る
数
値
が
、
全

体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
配
置
を
示
す
か
を
み
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
六

O

年
の
絶
対
数
を
一

O
Oと
し
、
以
降
三
回
の
選
挙
に
お
け
る
絶
対
数
を
指
数

化
し
て
み
た
の
が
第
六
図
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
社
会
党
の
得
票
数
の

変
化
の
型

は
、
地
区

労
加
入
者

数
よ
り
も
、

炭
鉱
就
業

者
数
の
変

化
の
そ
れ

と
か
な
り

似
か
よ
っ

各数値の指数の変化

有叔~

、、蝿担E労人Jt

担金党得票
炭鉱就象者

6'/年67年
エ..L-..-l
ω卑 63年

(%) 

60j早=100 

第 6図
/00 

$01 

て
い
る
。
社
会
党
の
得
票
は
、
六
三
年
、
六
七
年
に
は
、
炭
鉱
就
業
者
の
減

少
の
程
度
ほ
ど
は
減
少
し
な
か
っ
た
、
が
、
六
九
年
に
至
っ
て
、
そ
の
対
六

O

年
比
に
お
け
る
差
は
急
激
に
縮
少
し
た
。
地
区
労
加
入
者
数
の
変
化
の
型

は
、
い
ず
れ
か
と
い
え
ば
、
炭
鉱
就
業
者
の
そ
れ
よ
り
も
、
有
権
者
の
そ
れ

と
似
て
い
る
。
社
会
党
得
票
率
と
の
相
関
の
差
と
関
連
さ
せ
て
み
る
と
興
味

深
い
。
六
九
年
の
社
会
党
得
票
率
の
対
六

O
年
比
は
、
地
区
労
加
入
者
数
の

そ
れ
を
も
下
ま
わ
る
に
至
っ
て
い
る
。

」
れ
ま
で
、
こ
の
一

O
市
町
を
一
つ
と
し
て
み
て
き
た
が
、
最
後
に
個
・
4

の
市
町
の
社
会
党
得
票
率
が
他
の
政
党
と
ど
う
異
な
っ
て
い
る
か
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
な
変
化
を
み
せ
て
い
る
か
を
若
干
み
た
い
。
ま
ず
六
九
年
の
各
市

北法21(2・37)225



来年

町
の
各
政
党
へ
の
投
票
の
し
か
た
の
違
い
(
平
均
か
ら
の
偏
り
)
を
み
る
た

資

め
に
、
一

O
市
町
の
各
党
得
票
率
の
平
均
に
対
し
て
各
市
町
の
そ
れ
が
ど
の

程
度
の
割
合
で
上
ま
わ
り
、
ま
た
は
下
ま
わ
っ
て
い
る
か
を
出
し
て
図
に
し

た
(
第
七
図
)
。
こ
の
稿
で
は
社
会
党
を
中
心
と
し
て
み
て
い
る
の
で
、
社
会

党
得
票
率
と
も
っ
と
も
高
い
相
関
を
も
っ
炭
鉱
就
業
者
の
対
有
権
者
比
を
こ

。ー

れ
に
加

え
た
。

な
お
、

沼
田
町

は
、
こ

の
選
挙

の
時
点

で
は
、

す
で
に

炭
鉱
就

業
者
が

存
在
し

な
か
っ

h

s

e

、品、

ナ
μ
，刀

沼
田
〆
.

(69年〉各市町の平均得票率からの偏り
(+) 

100 

1警
。

タ去三赤
張川隻手

第 7図

('Y') 
ISO 

t農/(i;.車E棋譜}

{炭鉱舵鎌倉}

社会

社会

公噌

民主土

自民

公明

白馬

便
宜
上
こ
こ
で
は
マ
イ
ナ
ス
一

O
O
%と
し
て
扱
っ
た
。
ま
た
、
共
産
党
は

そ
の
得
票
数
が
少
な
い
の
で
、
こ
こ
か
ら
除
い
た
。
こ
の
図
で
各
市
町
の
線

の
傾
向
を
分
類
し
て
み
る
と
、
ま
え
に
第
三
図
で
み
た
産
業
構
成
に
よ
る

市
町
の
分
類
と
か
な
り
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
え
の
「
純
鉱
業
」

五
市
町
は
、
ほ
ぼ
左
か
ら
右
へ
、
つ
ま
り
社
会
か
ら
民
社
へ
さ
が
っ
て
い
る

の
に
対
し
、
「
中
間
」
三
市
町
は
、
い
ず
れ
の
政
党
に
お
い
て
も
平
均
に
近
い

形
を
み
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
「
半
鉱
半
農
」
二
町
は
、
「
純
鉱
業
」
五
市

町
と
ほ
ぼ
対
象
的
な
線
の
流
れ
を
み
せ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
二
町
は
、

」
の
選
挙
の
時
点
で
は
、
ほ
と
ん
ど
「
純
農
業
」
の
町
に
な
っ
て
い
た
。

」
う
し
た
産
業
構
成
に
よ
る
政
党
支
持
の
型
の
ほ
か
に
、
地
理
的
な
要
素

も
い
ま
一
つ
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
芦

別
市
と
隣
接
し
て
い
る
赤
平
市
で
は
、
産
業
構
成
が
か
な
り
異
な
り
な
が
ら

も
、
か
な
り
接
近
し
た
型
の
政
党
支
持
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
赤
平
市
と
隣

接
し
て
い
る
歌
志
内
市
と
も
、
や
や
型
が
接
近
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
第
七
図
と
同
じ
方
法
で
社
会
党
の
こ
の
四
回
の
得
票
率
の
一

O

市
町
平
均
か
ら
の
ず
れ
を
出
し
た
の
が
第
八
図
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、

選
挙
年
に
よ
っ
て
か
な
り
大
き
な
変
動
が
み
ら
れ
る
が
、
お
お
よ
そ
の
傾
向

と
し
て
、
ま
え
に
述
べ
た
「
純
鉱
業
」
五
市
町
と
他
の
五
市
町
の
差
が
拡
大

民主主

し
て
ゆ
く
状
況
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
社
会
党
得
票
家
の
分
化
の
傾
向

北法21(2・38)226
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一九六0年代の鉱業地帯の社会党票

打ノ偏の

)

戸
り
(
票
究

科

J
l渇

鯨党会社均平の年各

30 
( ・ノ'.，

~O 

60'手

μヰ

t下平

は
、
ま
え
に
み
た
炭
鉱
就
業
者
の
減
少
の

し
か
た
と
か
な
り
共
通
す
る
も
の
を
も
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
も

芦
別
と
赤
平
、
歌
志
内
と
上
砂
川
と
い
っ

た
地
理
的
に
隣
接
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

か
な
り
共
通
し
た
傾
向
が
一
方
に
お
い
て

み
ら
れ
る
。

奪車
~i~.尺

芦業
別司負

」
こ
で
簡
単
な
要
約
を
行
な
え
ば
、
北

海
道
の
鉱
業
市
町
村
で
の
六

0
年
代
の
社

会
党
得
票
率
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
他
の
市

町
村
の
そ
れ
よ
り
も
高
い
が
、
六
九
年
に

そ
の
差
が
か
な
り
縮
少
し
た
こ
と
、
北
海

道
の
社
会
党
票
に
占
め
る
鉱
業
市
町
村
の

隼

比
重
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
、
市
町
村
の

鉱
業
就
業
者
の
割
合
が
高
い
ほ
ど
、
そ
の

J巳

官?

社
会
党
得
票
率
が
高
く
な
る
こ
と
が
、
こ

こ
で
示
さ
れ
た
。
ま
た
対
象
を
空
知
地
方

6'(年

の一

O
炭
鉱
市
町
に
と
っ
て
み
る
と
、
社

業 会
者 党
の得
減票
少率
率が
が炭

民基
鉱札
m 業

託苧
重 ι

きの
ノl、わ
J め
さ J

2戸
忌担
ど問
中を

主主
くご

こと
の
こ炭
と鉱
と就

関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
炭
鉱
市
町
内
で
純
鉱
業
市
町
と
そ
の
他
の

市
町
と
の
得
票
率
の
差
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
一
ホ
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、

こ
う
し
た
空
知
地
方
で
み
ら
れ
る
現
象
は
、
す
べ
て
が
一
般
化
し
う
る
も
の

(
5
v
 

と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
1
)

こ
の
表
の
六

O
年
の
就
業
者
/
有
権
者
で
二
市
町
を
合
わ
せ
た
も

の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
統
計
が
炭
鉱
ご
と
に
出
さ
れ
て
お
り
、

特
に
大
き
な
一
つ
の
炭
鉱
の
住
宅
が
二
市
町
に
ま
た
が
っ
て
い
た
た

め
で
あ
る
。
第
一
二
表
の
六

O
年
の
「
有
権
者
対
比
」
で
も
、
労
働

組
合
が
炭
鉱
を
単
位
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
と
同
様

の
問
題
が
お
こ
っ
た
。

(
2
〉
北
海
道
で
六

O
年
か
ら
六
五
年
ま
で
の
五
年
間
に
人
口
が
二

O
%

以
上
減
少
し
た
市
町
村
は
一
一
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
の
八
ま
で
を

鉱
業
市
町
村
が
占
め
て
い
た
。

(
3
)

六
八
年
参
議
選
全
国
区
で
の
社
会
党
票
と
公
明
党
票
の
相
関
に
つ

い
て
は
、
小
川
・
荒
木
・
前
掲
論
文
一
一
一
四
頁
参
照
。

(
4
)

た
と
え
ば
、
升
味
準
之
輔
『
現
代
日
本
の
政
治
体
制
』
(
岩
波
書
広
・

六
九
年
一
一
一
月
)
六
一
一
一
頁
。

(
5
)

こ
の
稿
で
は
、
「
党
か
人
か
」
の
問
題
に
触
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
特
定
地
域
の
結
果
と
一
般
的
な
結
果
を
つ
な
ぐ
場
合
に
、
見

北法21(2・39)227
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お
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
こ

の
空
知
地
方
の
農
村
地
帯
の
衆
議
選
で
の
民
社
党
票
の
多
く
は
、
他

の
選
挙
で
は
自
民
党
に
投
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
衆
議
選
で
の

民
社
党
候
補
が
、
こ
の
地
方
の
農
村
出
身
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
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